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北海道農作物優良品種候補（飼料作物）の選定

寺 見 裕

北海道立総合研究機構（道総研）畜産試験場基盤研究部飼料環境グループ

（〒０８１‐００３８上川郡新得町字新得西５線３９番地）

【は じ め に】

酪農・畜産において、良質な飼料を確保することは極

めて重要である。特に、北海道においては、酪農・畜産

経営の安定化を図るため、自給飼料を最大限活用するこ

とが必要であると認識されており、これまでも、道は牧

草やサイレージ用とうもろこし等の飼料作物品種の育成

と導入に努め、優良品種の確保を図ってきた。

北海道における飼料作物優良品種の選定は、昭和２８年

に「北海道種苗審議会条例」が制定されたことで本格的

に検討が開始され、それまでの自家採種による北海道在

来種（かなり以前に海外等から北海道に持ち込まれ定着

した草種も含む）の利用から、品種特性が明らかで生産

性の高い国内外の育成品種の利用へと転換が図られた。

昭和６０年には、「北海道農作物優良品種認定要領」が

定められ、稲、畑作物、園芸作物、飼料作物（牧草類お

よびサイレージ用とうもろこし等）に係る優良品種の認

定・登録制度が確立した。平成１３年には、「北海道種苗

審議会」の廃止に伴い、「北海道農作物優良品種認定委

員会」が設置されるとともに、それまでの「奨励品種」

および「準奨励品種」の区分を「優良品種」に統一し、

現在に至っている。

昨今の世界的な穀物相場の高騰や円安傾向の状況下に

おいては、自給飼料の安定生産の必要性はますます高

まっており、作付けされる牧草品種や飼料用とうもろこ

し品種の能力向上が求められている。本稿では、飼料作

物の優良品種選定の仕組みや現状、直近に認定された優

良品種の特性等について紹介する。

【優良品種（候補）選定の仕組み】

農家が自給飼料の栽培に用いる飼料作物の品種には、

農研機構北海道農業研究センター（国独立行政法人）や

道総研各農業試験場（地方独立行政法人）が開発した「公

的育成品種」、農業団体や種苗会社等が開発した「民間

育成品種」および海外育成機関等が開発した品種を輸入

する「海外導入品種」がある（図１）。

北海道優良品種候補の選定にあたっては、図２に示し

たとおり、系統適応性試験（公的育成品種対象）または

優良品種選定試験（民間育成品種および海外導入品種対

象）に育成由来によって振り分け、標準となる優良品種
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図１ 飼料作物種子の生産・流通フロー（北海道畜産振興課資料改編）
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との比較栽培試験を３～４年の期間実施する。平成２５年

度に両試験で供試された品種（品種登録以前の系統も含

む）は牧草２１品種、飼料用とうもろこし３９品種であった。

このうち、３～４年の試験成績を得た品種については、

試験担当研究員等による事前成績検討において、その品

種特性を明らかにするとともに、優劣判定のための判断

材料を整理し、北海道農業試験会議に提案することとな

る。北海道農業試験会議（畜産部会）では、試験成績の

検討結果と選定基準（図２下段）に基づき、優良品種候

補（飼料作物）を選定し、北海道農作物優良品種認定員

会に提出する。

北海道農作物優良品種認定員会で審議した結果、認定

が決議された品種は、北海道から公表された時点で優良

品種としての認定・登録が正式決定となる。

【優良品種の認定登録数】

農作物優良品種に係る認定・登録制度が確立した昭和

６０年以降の優良品種（飼料作物）認定登録数は延べ２７７

品種である（表１）。そのうち、平成２５年３月現在、利

用可能な品種は、牧草と飼料用とうもろこしとを合わせ

表１ 北海道牧草・飼料作物優良品種数一覧
（道総研資料「農作物優良品種の解説」から集計）

平成２５年３月現在

区分 種類等 現認定数
（うち、国
内育成）

延認定数

チモシー １３ （１３） ２０

オーチャードグラス ８ （６） ２０

ペレニアルライグラス ３ （３） ７

メドウフェスク ４ （３） １１

イタリアンライグラス ５ （３） ５

イネ科牧草 ケンタッキーブルーグラス ３ （０） ３

トールフェスク １ （１） ３

リードカナリーグラス ０ （０） １

マウンテンブロームグラス ０ （０） １

ハイブリットライグラス ０ （０） １

スムーズブロームグラス １ （１） ２

マメ科牧草

アカクローバ ９ （５） １７

シロクローバ １０ （２） １４

アルサイク クローバ １ （０） ２

アルファルファ ４ （４） １９

ガレガ １ （０） １

バーズフットトレフォイル ０ （０） １

飼料作物

とうもろこし注）

早生の早 ６ （１）

１４０

〃 中 ８ （１）

〃 晩 ５ （０）

中生の早 ４ （２）

〃 中 ４ （２）

〃 晩 ３ （０）

晩生の早 ２ （１）

〃 中 ４ （１）

〃 晩 ０ （０）

飼料用大麦 ０ （０） １

飼料用（家畜）ビート ０ （０） ３

飼料用かぶ ０ （０） １

ルタバガ ０ （０） ３

えん麦（牧草同伴） ０ （０） １

合 計 ９９ （４９） ２７７

注）とうもろこしは一部食用も含む。早晩性については（参
考１）を参照

（参考１）とうもろこしの早晩性と作付け適地
（道総研資料「農作物優良品種の解説」改編）

早晩性 相対熟度
（RM）注２） 作付け適地

早生の早 ７５ 根釧、道北
〃 中 ８０ 道央北部、十勝、網走
〃 晩 ８５ 道央北部、十勝中部、網走内陸

中生の早 ９０ 道央北部、十勝中部、網走内陸
の気象条件の良好な地域

〃 中 ９５
道央（北部を除く）、道南

〃 晩 １００
晩生の早 １０５

道央中部（上川を除く）、道央
南部、道南〃 中 １１０

〃 晩注１） １１５

注１）「晩生の晩」品種の認定実績なし
注２）種苗パンフレット等に示されている早晩性の指標

図２ 優良品種（飼料作物）認定の流れ
（北海道畜産振興課資料改編）
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て９９品種となっている。イネ科牧草では、基幹草種であ

るチモシーやオーチャードの登録数が多く、そのほとん

どが国内育成品種である。マメ科牧草では、近年、アル

ファルファの国内育成品種数が増加し、利用面において

もアカクローバに替わる草種となりつつある。飼料用と

うもろこしについては、酪農・畜産主産地の道東（十勝、

網走、釧路、根室）、天北（宗谷、留萌北部等）地域を

栽培適地（参考１）とする早生品種の登録数が多いが、

その大部分が海外導入品種となっている。

【本年の認定品種（候補）】

平成２５年度、優良品種候補選定のために系統適応性試

験または優良品種選定試験で供試された品種（品種登録

以前の系統も含む）は牧草２１品種、飼料用とうもろこし

３９品種であった。このうち、３～４年の試験を終えた品

種（牧草１０品種、飼料用とうもろこし４品種）について、

比較栽培試験成績の事前検討を行った上で、平成２６年１

月２０日～１月２４日開催の北海道農業試験会議において、

アルファルファ１品種、チモシー２品種、メドウフェス

ク１品種、飼料用とうもろこし２品種が優良品種候補と

として選定された。その後、同年１月３１日に開催された

北海道農作物優良品種認定委員会において、６品種全て

が優良品種として認定が了承された。

認定された（平成２６年２月３日に公表済み）６品種の

うち、代表的な公的育成品種であるアルファルファ「北

海６号」とチモシー「北見３０号」の品種特性について解

説する。

１．アルファルファ「北海６号」

農研機構北海道農業研究センターを主体に道総研根釧

農業試験場およびホクレン農業協同組合連合会とで共同

育成したアルファルファ品種である。従来品種「ハルワ

カバ」に換えて（写真１）、全道で６，０００ha程度の作付

け普及を目指す。この品種の長所は、収穫量が多く（表

２）、夏から秋にかけて顕著に現れる。また、そばかす

病※罹病程度が明らかに低く（写真２）、倒伏程度が低い

ことである。

（※そばかす病：アルファルファの葉に黒褐色斑点を呈

し、黄化・落葉する早春および秋に発生する糸状菌病。）

認定員会に報告された「北海６号」の品種特性（標準

品種「ハルワカバ」、比較品種「ケレス」）は次のとおり

である。

� 収量性：標準品種比１０８％と高い。特に、２番草収

量は１１２％、３番草が１１６％と高い。

� 早晩性：「早生」に属する。

� 永続性：標準品種および比較品種と同程度である。

� 耐寒性および耐病性：「中～やや強」であり、標準

品種と同程度である。

� 倒伏程度：標準品種より低く、比較品種と同程度で

ある。

� 秋季休眠性：「休眠性中」に属し、秋の生育が良好

表２ 「北海６号」の収量性 （北海道農業試験会議成績概要書から抜粋）

北農研 北見 根釧 天北 畜試 十勝 新冠 平均

北海６号 １０１ １２０ １１１ ９７ １０６ １０６ １１４ １０８

ハルワカバ ４６２９ ３４２８ ３５４１ ３３２１ ３０３３ ２８６４ １７７０

ケレス ９８ １０９ １０３ ９１ ９９ １０２ ９５ １００

注）新冠は３カ年、ハルワカバは実数（kg／１０a）、他はハルワカバ比（％）

「北海６号」 「ハルワカバ」

写真１ アルファルファ春の草勢（北農研センター、平成２５年６月撮影）
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である。

� そばかす病罹病程度は、標準品種に比べて明らかに

低く、比較品種よりもやや低く、菌核病罹病程度は並、

バーティシリウム萎凋病抵抗性は「強」である。

� 草丈は、標準品種よりもやや高く、とくに２、３番

草で明らかである。

� 乾物中の粗蛋白含量は、標準品種と差がなく、採種

量も標準品種並である。

２．チモシー「北見３０号」

道総研北見農業試験場が育成したチモシー品種である。

従来品種「アッケシ」に換えて（写真３）、全道で４０，０００

ha程度の作付けを見込んでいる。この品種の長所は、

収穫量が多く（表３）、耐倒伏性（写真４）およびマメ

科牧草との混播※栽培に必要な競合力が強いことである。

（※混播：通常、チモシーなどのイネ科牧草の播種にあ

たっては、窒素施肥量の削減や裸地防止のため、クロー

バ類等のマメ科牧草種子を１割程度混ぜて播種する。）

認定員会に報告された「北見３０号」の品種特性（標準

品種「アッケシ」、比較品種「キリタップ」）は次のとお

りである。

� 収量性：２か年（２、３年目）合計で標準品種比１０６％

と高い。

� 早晩性：出穂始が標準品種と同日で、中生の早に属

する。

� 越冬性と耐寒性：標準品種および比較品種と同程度

である。

表３ 「北見３０号」の収量性
（北海道農業試験会議成績概要書から抜粋）

乾物収量１） 天北 根釧 北見 畜試 北農研 平均

北見３０号 １０２ １０３ １１７ １１０ ９８ １０６

アッケシ １５７４ ２２０９ １８１２ ２４９９ １８２５ １９８４

キリタップ １０２ ９８ １０２ １００ １０１ １００

１）播種後２、３年目の合計。「アッケシ」は実数値（kg／１０a）。「北見３０
号」と「キリタップ」は「アッケシ」対比（％）。

「北海６号」 「ハルワカバ」

写真２ アルファルファ秋の草勢（家畜改良センター十勝牧場、平成２５年９月撮影）

「北見３０号」 「アッケシ」

写真３ チモシー１番草の草姿
（北見農業試験場、平成２５年７月撮影）
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� 倒伏程度：標準品種および比較品種より低い。

� 斑点病抵抗性およびすじ葉枯病抵抗性：標準品種と

同程度である。

� 混播栽培に必要な競合力：標準品種および比較品種

より優れる。

� 草丈：標準品種および比較品種と比べて１番草では

同程度、２番草では高い。また、個体植条件下におけ

る１番草の茎の太さはやや太く、葉幅がやや広い。

� 飼料成分：標準品種と比べて１番草は同程度で、２

番草は粗蛋白質（CP）が低い値を示したものの大差

はなく、比較品種と比べ低消化性繊維（Ob）が低く、

可消化養分総量（TDN）が高い傾向を示す。

� 採種性：標準品種と同程度かやや劣るが、比較品種

よりやや優れる。

【優良品種の利用推進」

北海道における優良品種（飼料作物）の利用割合（１

年間の種子流通量に占める割合）は、牧草で約９割、飼

料用とうもろこしで約５割となっている。

現行制度では、国内育成品種（公的育成品種および民

間育成品種）については、認定を受けてから種子増殖を

段階的に行うこととなっている（図１）。そのため、実

際に農家が利用する一般種子が海外増殖を終えて供給さ

れるまでには３～５年を要する場合もある。一方、海外

導入品種は優良品種認定に合わせて種子流通が開始され

る場合が多い。普及推進上、両者の普及開始の時間差は

大きく、特に、品種交代が早い傾向のある飼料用とうも

ろこしにおいては、国内育成品種の本格流通が開始され

る時点でのタイムリーな情報提供が求められている。

実際、本年から流通が開始される飼料用とうもろこし

「きよら」（写真５、写真６）は、今から３年前の平成

２３年２月に「北交７０号」として優良品種に認定された公

的育成品種（育成者：農研機構北海道農業研究センター

および道総研畜産農業試験場）である。この品種の最大

の長所は、すす紋病※抵抗性が「極強」であることで、

とうもろこし病害の多発が懸念される状況を先取りした

育成結果であり、普及が期待されている。

（※すす紋病：冷涼地でのとうもろこし栽培における代

表的な葉枯性の糸状菌病。）

「北見３０号」 「アッケシ」

写真４ チモシー１番草における倒伏状況
（北見農業試験場、平成２５年７月撮影）

写真５ 「きよら（北交７０号）の草姿
（北農研センター、平成２２年９月撮影）
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前述の本年認定品種アルファルファ「北海６号」とチ

モシー「北見３０号」については、平成３０～３１年頃、一般

種子が流通予定であり、正式な品種名は品種登録出願時

に決定される。

ホルスタインや和牛の種雄牛の精液については、遺伝

的な成績が判明するまでに一定量の精液の製造・在庫が

なされる。利用者側からは、すぐに供用開始できるメリッ

トがある。一方、飼料作物の場合、広大な規模での海外

種子増殖に係るコストなどを考えると、成績が明らかに

なる前の予備増殖は限定的である。

こうした事情から、今後とも先を見越した育種目標の

設定と時宜を得た情報の提供が課題になると考える。

【お わ り に】

執筆者の在籍する道総研畜産試験場は、新得町字新得

（北緯４３度３分、東経１４２度４８分）に所在し、日高山脈

の東斜面、標高２２０～４５０mに位置する。

土壌は、花崗岩を母材として頁岩を混ずる崩積土を主

体とし、表層は厚さ約１３cmの十勝岳火山灰に被覆され

る。表土は黒色を呈するが有効腐植に乏しく、諸所に石

礫を混じ、排水やや不良で酸度高く、地力は全般に中の

下ないし下に位置する。また、気温や日照については、

そびえ立つ山々の影響で積算温度や日照時間が近隣平地

部より少ない。

こうした有利とは言えない条件においても、適切な飼

料作物品種を選択すれば、必要とする牧草やとうもろこ

しのサイレージを毎年、安定的に生産することができる。

飼料作物の栽培は、直接の農家収入とはならなこともあ

り、一般農作物より関心度は低いと言える。また、北海

道の酪農経営においても、飼料の自給割合は家畜に給与

される飼料の半分程度であり、肉牛経営においてはさら

に低い飼料自給率となっている。

将来にわたって酪農・畜産における安定的な生産の確

立を目指すとき、自給飼料生産のために適切な飼料作物

優良品種を選定することは、将来に向けた課題解決のス

タートラインに立つことになると考える。飼料作物関係

の試験研究に携わる者としては、優良品種の普及推進に

向けて、さらに飼料作物分野の研究精度を高め、広く農

家に指示される品種や栽培方法を今後とも発信していき

たい。

（参考２）すす紋病抵抗性判定の仕組み （北海道農業試験会議成績概要書から抜粋）

判定 すす紋病抵抗性の程度 説 明

極弱 基準品種以下 候補に選定しない

弱 基準品種並 候補として選定できるが、すす紋病抵抗性の低さが欠点として挙げられる

中 基準品種より高く、普及品種としては一般的 候補として選定できる

強 普及品種のなかでも抵抗性が高い 候補として選定でき、すす紋病抵抗性の高さが利点として挙げられる

極強 とくに抵抗性が高い 候補として選定でき、すす紋病抵抗性の高さが利点として挙げられる

写真６ 「きよら（北交７０号）の雌穂
（北農研センター、平成２２年９月撮影）

図３ 「きよら」のすす紋病抵抗性
（長野県野花試２００７～２００９年）

罹病程度：「０」無～「９」全葉枯死

６ （８４）

北 獣 会 誌 ５８（２０１４）


